
※令和３年度以前入学生用 

３ 数学 

学校番号 T2101 

令和５年度 数学科 

  

教科 数学科 科目 数学Ａ 単位数 ２ 年次 １～４ 

使用教科書 高校数学Ａ （実教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・筆記用具・教科書を必ず持参するようにしてください。 

・授業はゆっくりとしたペースでおこないます。学習した内容の復習も毎時間おこなうので、焦

らずにじっくりとマイペースで取り組みましょう。 

・授業はワークシートなどを用いておこないます。学習した内容を定着させるために、授業で使

用したワークシートなどを時間があるときに見直すようにしましょう。また、ワークシートな

どを見直したときにわからないことが見つかったら、先生に積極的に質問するようにしましょ

う。 

・数学についてわからないことはどんな小さなことでも質問して構いません。（例えば、二桁の

引き算がわからない、九九を忘れてしまった等）わからないことは先生に積極的に質問をする

ようにしましょう。 

２ 学習の到達目標 

場合の数と確率、整数の性質又は図形の性質について理解し、基本的な知識の習得と技能の習熟

を図り、事象を数学的に考察する能力を養い、数学のよさを認識できるようにするとともに、そ

れらを活用する態度を育てることを目標とします。 

 ３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

集合と確率、整数の

性質、図形の性質の

考え方に関心をもつ

とともに、数学のよ

さを認識し、それら

を事象の考察に活用

しようとする。 

事象を数学的に考察し

表現したり、思考の過程

を振り返り多面的・発展

的に考えたりすること

などを通して、集合と確

率、整数の性質、図形の

性質における数学的な

見方や考え方を身に付

けている。 

集合と確率、整数の

性質、図形の性質に

おいて、事象を数学

的に表現・処理する

仕方や推論の方法

などの技能を身に

付けている。 

 

集合と確率、整数の

性質、図形の性質に

おける基本的な概

念、原理・法則など

を体系的に理解し、

知識を身に付けて

いる。 

 

評
価
方
法 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

単元テスト 

定期考査 

ワークシート 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期考査 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期考査 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学期末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学

期 

内

容 

単元

（題材） 
学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

中
間
考
査 

集
合 

集合 集合と要素 ○  ○  

a:全体集合と補集合、部分集合等の様々な
集合について、積極的に理解しようとす
る。 

b:集合どうしの関係が分かり、身近な事象
を考えるとき場合や具体的な事象を考え
る場合に、それらの考え方ができる。 

c:集合をベン図で表したり、A＝{ }の形で
表したりするすことができる。また、和
集合の要素を求めることができる。 

d:集合や要素の意味が理解できる。和集合
の要素の個数の求め方が理解できる。 

確認テスト 

単元テスト

定期考査 

ワークシート 

観察等 

順
列 

順列 

和の法則と

積の法則 
  ○ ○ 

a:和の法則や積の法則について、関心をも
って理解しようとする。 

b:和の法則や積の法則、樹形図や表を利用
して、身の回りの具体的な事例の場合の
数を考えることができる。 

c:和の法則や積の法則、樹形図や表などを
利用して、身の回りの具体的な事例の場
合の数を求めることができる。 

d:和の法則や積の法則を理解し、いろいろ
な場面で活用できることを知る。 

確認テスト 

単元テスト

定期考査 

ワークシート 

観察等 

順列  ○ ○  

a:順列の式を活用して、順列の総数を積極
的に求めようとする。円順列や重複順列
を積極的に理解し、活用しようとする。 

b:順列の式の見方や考え方がわかる。円順
列や重複順列の見方や考え方がわかる。 

c:場合の数を求めるときに、順列の式を適
切に用いることができる。円順列や重複
順列の考えにもとづいて、適切な式に表
し、場合の数を求めることができる。 

d:順列の式を理解できる。順列の中にも、
円順列や重複順列があることを知る。 

組
合
せ 

組合せ 組合せ  ○ ○  

a:組合せの式を活用して、組合せの総数を
積極的に求めようとする。組合せの簡便
な計算方法について、関心を持って理解
しようとする。 

b:組合せの式の見方や考え方がわかる。組
合せと順列の違いがわかる。nCｒ= nCn-r
の見方や考え方がわかる。 

c:組合せの総数を求めるときに、組合せの
式を適切に用いることができる。組合せ
の総数 nCｒで、r が n の半分より大きい
数のときに、nCｒを nCn-r で表し、処理
できる。 

d:順列の考えにもとづいて、組合せがりか
いできる。nCｒと nCn-r が等しいことが
理解できる。 

確
率 

確率と

その基

本性質 

事象と確率

（１） 
○ ○  ○ 

a:さまざまな試行や事象に関心をもち、そ
の確率を求めようとする。確率の値の範
囲や確率の考えを積極的に理解しようと
する。 

b:確率を求める場合に、組合せの考え方を
活用できる。 

c:組合せの考えを活用して、確率を求める
ことができる。 

d:試行や事象の意味が理解でき、確率を考
える場合の基本になっていることがわか
る。確率が、全体集合と部分集合の、そ
の要素の個数の比の値になっていること
が理解できる。 

確認テスト 

単元テスト

定期考査 

ワークシート 

観察等 
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中
間
考
査 

確
率 

確率と

その基

本性質 

事象と確率

（2） 
 ○ ○ ○ 

a:排反事象・余事象・一般の和事象に関心
をもち、その確率を積極的に求めようと
する。 

b: 排反事象・余事象・一般の和事象の考え
方を活用して確率を求めることができ
る。 

c:ベン図などを利用して確率を表すことが
できる。一般の和事象の要素の個数を求
め、その確率を求めることができる。 

d: 排反事象・余事象・一般の和事象が理解
でき、それらを利用することで、より簡
単に確率を求めることができることを理
解する。 

確認テスト 

単元テスト

定期考査 

ワークシート 

観察等 

独立な試

行と確率 
 ○ ○  

a:独立な試行の確率に関心をもち、その確
率を求めようとする。 

b:互いに影響しあわない２つの試行をおこ
なう場合の確率の求め方について、すじ
道をたてて考えることができる。 

c:独立な試行の確率を、それぞれの事象の
確率の積で表し、その確率を求めること
ができる。 

d:独立な試行の意味が理解できる。 

反復試行

の確率 
 ○ ○  

a: 反復試行の確率に関心をもち、その確率
を求めようとする。 

b:反復試行について、独立な試行のくり返
しとして考えることができる。 

c:反復試行の確率を、組合せを用いて適切
な式で表し、その確率を求めることがで
きる。 

d:独立な試行の意味が理解できる。 

条件つき

確率 
 ○ ○  

a:条件つき確率に関心をもち、その確率を
求めようとする。乗法定理について関心
をもち、それを用いて確率を求めようと
する。 

b:PA(B)などの記号の見方がわかる。積事象
の確率を求める場合、乗法定理が活用で
きることがわかる。 

c:乗法定理を用いて、積事象の確率を求め
ることができる。 

d:条件つき確率の意味が理解できる。乗法
定理の式の意味が理解できる。 

中
間
考
査 

整
数
の
性
質 

整数の

性質 

倍数と約数 ○ ○  ○ 

a:倍数と約数の意味がわかり、いろいろな
数の倍数と約数を求めようとする倍数の
見分け方に関心をもつ。 

b:倍数と約数の関係を理解することができ
る。 

c:いろいろな数の倍数と約数を求めること
ができる。いろいろな数について、倍数
かどうかを見分けることができる。 

d:倍数と約数の意味がわかる。文字を用い
て倍数を表すことができる。 

確認テスト 

単元テスト

定期考査 

ワークシート 

観察等 

素数と素因

数分解 
○ ○  ○ 

a:素数に関心をもち、素数を求めようとす
る。いろいろな数を素因数分解しようと
する。 

b:因数と素因数の関係がわかる。素因数分
解はどのような順序でおこなっても同じ
結果になることがわかる。 

c:エラトステネスのふるいを用いて、素数
を求めることができる。いろいろな数を
素因数分解することができる。 

d:エラトステネスのふるいを用いて、素数
を求める手順がわかる。素因数分解の手
順がわかる。 
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期
末
考
査 

整
数
の
性
質 

整数の

性質 

最小公倍

数と最大公

約数 

○ ○  ○ 

a:２つの整数の公倍数・最小公倍数と公約
数・最大公約数を求めようとする。 

b:２つの整数の公倍数・最小公倍数と公約
数・最大公約数の関係がわかる。 

c:２つの整数の公倍数・最小公倍数と公約
数・最大公約数を求めることができる。 

d:２つの整数の公倍数・最小公倍数と公約
数・最大公約数を求める手順がわかる。 

確認テスト 

単元テスト

定期考査 

ワークシート 

観察等 

最小公倍

数と最大公

約数の利

用 

  ○ ○ 

a:最小公倍数と最大公約数を利用した問題を
解こうとする。 

b:すじ道を立てて最小公倍数と最大公約数
を利用した問題を考えることができる。 

c:問題を正確に理解し、最小公倍数と最大公
約数を求めて問題を解くことができる。 

d:最小公倍数と最大公約数を利用した問題を
解く方法がわかり、問題の処理が適切にで
きる。 

２つの整数

の最小公

倍数と最大

公約数 

 ○ ○ ○ 

a:２つの整数の最小公倍数と最大公約数の関
係に関心をもつ。 

b:２つの整数の最小公倍数と最大公約数の関
係が理解できる。 

c:２つの整数 a,b において、bおよび最小公
倍数、最大公約数がわかっているとき、a
を求めることができる。 

d:２つの整数 a,b において、a と b に共通な素
因数がないとき、aと bの最小公倍数はaとb
の積になることがわかる。 

ユークリ

ッドの互

除法と

不定方

程式 

最大公約

数と最大の

正方形 

○ ○ ○  

a:長方形をしきつめる最大の正方形と最大
公約数の関係を理解しようとする。  

b:図を用いて、長方形をしきつめる最大の
正方形を見つけることができる。 

c:a を b で割ったときの商と余りにおいて、
それぞれを結びつける関係式がつくれ
る。 

d:長方形をしきつめる最大の正方形を見つ
ける手順がわかる。 

確認テスト 

単元テスト

定期考査 

ワークシート 

観察等 

ユークリッ

ドの互除法 
  ○ ○ 

a:ユークリッドの互除法の手順を理解しよ
うとし、互除法を用いて、２つの整数の
最大公約数を求めようとする。 

b:ユークリッドの互除法は、大きな整数の
最大公約数を求めるのに便利であるとわ
かる。 

c:ユークリッドの互除法を用いて、大きな
整数の最大公約数を求めることができ
る。 

d: ユークリッドの互除法を用いて、２つの
整数の最大公約数を求めることができ
る。 

不定方程式  ○ ○  

a:不定方程式の解を求めようとする。  
b:直線の方程式のグラフと不定方程式の解

との関係がわかる。 
c:不定方程式の解の意味がわかり、不定方

程式のすべての解を表すことができる。 
d:直線の方程式のグラフと不定方程式の解
との関係を理解し、不定方程式の解が求
められる。 
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期
末
考
査 

整
数
の
性
質 

整数の

性質の

利用 

２進法の仕

組み 
○  ○  

a:１０進法と２進法の数の表し方に興味を
もち、それぞれの仕組みを理解しようと
する。 

b:１０進法で表された数を２進数で表した
り、その逆を表す手順がわかる。 

c:１０進法で表された数を10𝑛を使ったし
きで表したり、２進法で表された数を2𝑛

を使った式で表すことができる。 
d:１０進法の数を２進法で表すことができ

る。２進法の足し算ができる。 
確認テスト 

単元テスト

定期考査 

ワークシート 

観察等 

分数と小数   ○ ○ 

a:分数が有限小数または循環小数で表される
仕組みを理解しようとする。循環小数を分数
で表そうとする。 

b:分数を小数で表すとき、有限小数または
循環小数になることが理解できる。分数
が有限小数になるのは、分母の素因数が
２、５だけからなるときであることがわ
かる。 

c:分数を有限小数または循環小数で表すこ
とができる。有限小数や循環小数を分数
で表すことができる。 

d:分数を有限小数または循環小数で表す仕
組みがわかる。有限小数や循環小数を分
数で表す手順がわかる。 

図
形
の
性
質 

作図 

基本の作

図 
○  ○ ○ 

a:垂直二等分線、垂線、角の二等分線を作図
しようとする。 

b:それぞれの作図をとおして、その方法でな
ぜ作図ができるのかがわかる。 

c:垂直二等分線、垂線、角の二等分線が作図
できる。 

d:垂直二等分線、垂線、角の二等分線を作図
する方法が理解できる。 

確認テスト 

単元テスト

定期考査 

ワークシート 

観察等 いろいろな

作図  
○  ○ ○ 

a:平行線、線分を３等分する点を作図しようと
する。 

b:それぞれの作図をとおして、その方法でな
ぜ作図ができるのかがわかる。 

c:平行線、線分を３等分する点を作図できる。 
d:平行線、線分を３等分する点を作図する方
法が理解できる。 

三角形

の性質 

三角形の

角 
○ ○ ○  

a:三角形の内角と外角の関係を理解しよう
とする。  

b:三角形の内角と外角の関係がわかる。 
c:三角形の内角と外角の定理を用いて、い

ろいろな角の大きさを求めることができ
る。 

d:三角形の内角と外角の定理が理解でき
る。 

確認テスト 

単元テスト

定期考査 

ワークシート 

観察等 

三角形と線

分の比 
 ○ ○  

a:平行線と線分の比、中点連結定理、書く
の二等分線と線分の比を理解できる。 

b:平行線と線分の比、中点連結定理、書く
の二等分線と線分の比について、すじ道
をたてて考えることができる。 

c:平行線と線分の比、中点連結定理、書く
の二等分線と線分の比を用いて、いろい
ろな線分の長さを求めることができる。 

d:平行線と線分の比、中点連結定理、書く
の二等分線と線分の比が理解できる。 

三角形の

外心・内

心・重心 

 ○ ○  

a:三角形の外心・内心・重心に関心をもち、三
角形との関係を理解しようとする。  

b:三角形の外心・内心・重心の定義と性質を
すじ道をたてて考えることができる。 

c:三角形の外心・内心・重心が作図できる。 
d:三角形の外心・内心・重心が理解でき、それ
らの作図の方法がわかる。 
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期
末
考
査 

図
形
の
性
質 

円の性

質 

円周角 ○  ○  

a:円周角の定理、接線と弦のつくる角を理
解しようとする。 

b:円周角は中心角の半分であるとわかる。
接線と弦のつくる角について、すじ道を
たてて考えることができる。 

c:円周角の定理、接線と弦の作る角を用い
て、いろいろな角の大きさを求めること
ができる。 

d:円周角の定理、接線と弦のつくる角の定
理が理解できる。 

確認テスト 

単元テスト

定期考査 

ワークシート 

観察等 

２つの円   ○ ○ 

a:２つの円の位置関係を理解しようとする。 
b:いろいろな２つの円の位置関係につい

て、中心間の距離を考えることができる。 
c:２つの円の位置関係から、中心間の距離

を求めることができる。 
d:２つの円の位置関係には５つの場合があ

ることが理解できる。 

円と四角形  ○ ○ ○ 

a:円に内接する四角形の性質を理解しようと
する。 

b:円に内接する四角形の性質や、四角形が
円に内接する条件を、すじ道をたてて考
えることができる。 

c:円に内接する四角形の性質を用いて、い
ろいろな角の大きさを求めることができ
る。いろいろな四角形について、円に内
接するか調べることができる。 

d:円に内接する四角形の性質が理解でき
る。四角形が円に内接する条件が理解で
きる。 

方べきの

定理 
○  ○  

a:方べきの定理を理解しようとする。 
b:方べきの定理が、三角形の相似から導か

れていることがわかる。 
c:方べきの定理を用いて、いろいろな線分

の長さを求めることができる。 
d:方べきの定理が理解できる。 

空間図

形 

空間にお

ける直線と

平面 

○  ○ ○ 

a:平面の決定条件や、空間における直線や平
面の位置関係を理解しようとする。 

b:具体的な事例をとおして、平面の決定条件
がわかる直線や平面の位置関係がわかる。 

c:具体的な立体から、直線や平面の位置関係
を考えることができる。 

d:平面の決定方法や直線や平面の位置関係
が理解できる。 

確認テスト 

単元テスト

定期考査 

ワークシート 

観察等 
多面体  ○  ○ ○ 

a:多面体や正多面体を理解しようとする。 
b:いろいろな正多面体について、頂点の数・
辺の数・面の数を考えることができる。 

c:いろいろな正多面体について、頂点の数・
辺の数・面の数の間に成り立っている関係
を調べることができる。 

d:多面体と正多面体の定義がわかる。正多面
体は５種類だけであることがわかる。多面体
の性質がわかる。 

後期は実施しない 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:数学的な見方や考え方 

             ｃ:数学的な技能     ｄ:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


